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草
津
町
で
は
、
役
場
庁
舎
内
に
義
援
金
箱
を

設
置
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
震
災
に
よ
り
被
害
を
受
け
ら
れ
た

皆
さ
ま
に
、心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

一
日
も
早
い
復
旧
を
心
底
よ
り
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

○
義
援
金
箱
設
置
場
所

・
役
場
二
階　

会
計
課
窓
口

　
　
　
　
　
　

福
祉
課
窓
口

○
問
い
合
わ
せ
先

　

草
津
町
役
場
福
祉
課

　

℡
８
８
・
７
１
８
９

みなさまのご協力をお願いいたします

　

東
日
本
大
震
災
の
発
生
に
伴
い
、
次
の
よ
う
な
悪
質
商
法

の
被
害
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
よ
り
一
層
の
注
意
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
地
震
被
害
の
混
乱
に
便
乗
し
た
商
法

○
不
況
に
輪
を
か
け
た
経
営
悪
化
に
便
乗
し
た
商
法

○
生
活
物
資
不
足
に
よ
る
不
安
を
あ
お
る
よ
う
な
商
法

　

必
要
な
い
場
合
に
は

｢

い
り
ま
せ
ん｣

・｢

興
味
が
あ
り
ま

せ
ん｣

と
は
っ
き
り
断
り
ま
し
ょ
う
。

　

不
審
な
こ
と
や
、
万
一
被
害
に
あ
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
に

は
吾
妻
郡
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
草
津
町
役
場
ま
で
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

・
吾
妻
郡
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　

℡
０
２
７
９
・
７
５
・
１
１
６
６

　

・
草
津
町
役
場　

総
務
課

　
　

℡
８
８
・
０
０
０
１ 

地
震
被
害
に
よ
る
生
活
不
安
に

つ
け
こ
ん
だ
悪
質
な
訪
問
販
売
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

長野原警察署からのお知らせ

謹
ん
で
地
震
災
害
の

お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す

東日本大震災の義援金詐欺等に注意！
　東日本大震災の被災者支援を装い、ＮＰＯ法人等を名乗る者が皆さんの家を訪問し、

義援金名目に寄付を要求したり、義援金を装い振り込みを要求するメールや電話が予

想されます。訪問者、メール、電話の相手方を確認するなどして注意をしてください。

○振り込め詐欺の被害に注意！

　身内を名乗り、携帯電話を『なくした・トイレに落とした・壊れた…ので電話番

号が変わった』という電話があったら、必ず詐欺を疑ってください。

～おかしいと思ったら、すぐに相談を！！～
問い合わせ先　長野原警察署　８２－０１１０

いでゆ　第556号 ○2



地震に備えて！
地震発生時の対応
をご確認ください

屋内にいた場合

家の中

・揺れを感じたら、テーブルなどの下に隠れて身を守る

　（余裕がなければ、近くにある座布団などで頭を保護する）

・外へ逃げるときは瓦やガラスなどの落下や塀などの倒壊に注意する

・ドアや窓を開けて非常脱出口を確保する

・地震の時は１階より２階のほうが安全性が高いので、階下にはおりない

・裸足で歩き回らない

・火の始末はすみやかに行う（コンセントやガスの元栓の処置も忘れずに）

・乳幼児や病人、高齢者など災害要援護者の安全の確保を行う

地下街

・壁面や太い柱に身を寄せ、係員の指示に従う

・停電になっても非常用照明等がつくので、落ち着いて行動する

・火災が発生した時は、ハンカチやタオルで鼻と口をおおい、体をかがめて

　はうようにして壁づたいに逃げる（煙の流れる方向へ）

劇場・ホール
・イスの間にしゃがみ込み、バッグなどで頭を保護する

・あわてて出口に殺到せず、係員の指示に従って外に出る

スーパー・デパート

・バッグなどで頭を保護し、倒れやすいショーケースなどから身を離す

・近くの丈夫な机などの下にもぐりこむか、柱の壁ぎわに身を寄せる

・壁面や太い柱に身をよせ、係員の指示に従う

・避難にエレベーターは使わず、炎と煙に巻き込まれないように階段を使う

・エレベータが止まったら、中にある連絡電話を使って救助を待つ

屋外にいた場合

住宅街
・ブロック塀や石塀、自動販売機、電線からすぐに離れて安全な場所へ

・窓ガラス、屋根瓦などの落下物に注意し、広場のような場所に避難する

電車等の車内

・つり革や手すりに両手でしっかりつかまる

・途中で止まっても、非常コックを開けて勝手に車外に出たり、窓から飛び降りた

りしない

・乗務員のアナウンスに従って落ち着いた行動をとる

商店街・ビル街

・その場に立ち止まらず、窓ガラス、看板などの落下物から頭をカバンなどで保護し、

近くの空地などに避難する

・ブロック塀や自動販売機などには近づかない

・倒れそうな電柱や垂れ下がった電線に注意する

車を運転中 ・ハンドルをしっかりと握り、徐々にスピードを落とし、道路の左側に止めエンジンを切る

海岸・がけ付近

・すみやかにその場から安全な場所へ避難する

・海岸の場合は、高台へ避難し津波情報に注意を払う

　（注意報・警報が解除されるまでは海岸に近付かない）

・崖を背にした家屋では、普段から崖から離れた部屋を生活の中心にする

もし、地震がおきたらあわてずに落ち着いて行動しましょう

○落ち着いて身の安全を確保する

○あわてず冷静に火災を防ぐ

○非常脱出口を確保する

○外へ逃げるときはあわてない

○ いでゆ　第556号3



避難区域 避難場所 所在地 責任者又は管理者 収容可能人員 電話番号
南本町区 草津小学校 草津3-1 草津小学校長 2,000人 88-2156
本町区
文京区 草津中学校 草津464-27 草津中学校長 2,000人 88-2227

泉水区 草津町
総合保健福祉センター 草津464-28 社会福祉協議会

事務局長 600人 88-1050

仲町区 草津町役場 草津28 草津町長 500人 88-0001
新田区
立町区
地蔵区
滝下区
馬場区
昭和区

草津町総合体育館 草津461 草津町教育長 2,100人 88-5288

健康増進センター
大滝乃湯 草津596-13 千客万来事業部長 500人 88-2600

鈴蘭区 楽泉園中央会館 草津乙647 栗生楽泉園長 600人 88-3030
東殿塚区
西殿塚区 天狗山レストハウス 草津字白根国有林

58林班ﾛ7小班 千客万来事業部長 1,500人 88-6111

前口区
前口区民館 前口389-10 前口区長 100人 88-6250
前口公民館 前口285-3 前口区長 50人 ―
旧前口保育園 前口229 草津町長 100人 ―

全区域 あおぞら保育園 草津58 草津町長 500人 88-3738
計 10,550人

協力施設
施設名 所在地 電話番号

かんぽの宿 草津464-1051 88-5761
品木ダム水質管理事務所 草津604-1 88-5677

◎ 避 難 場 所 一 覧 表

「防災行政用メール配信サービス」
稼働中!!
　草津町では、各種防災情報や、行政のお知らせ等を、Ｅ

メールによりお知らせする、配信サービスが稼働中です。

　これは、防災行政無線放送に付随するもので、原則的

に防災無線と同様の内容を、事前に希望者の方に登録し

ていただくことにより、無料でお手持ちの携帯電話やパ

ソコンに配信されます。

　（ただし、通信によるパケット料などの通信費用は、

登録者負担となります。）

登録方法は、下記要領を参考にしていただき、是非ご登

録ください。

《登録方法》

①お手持ちの携帯電話若しくはパソコンから、メール

配信登録専用アドレスへ空メールを送信します。

　【登録専用アドレス】

　　kusatsu.ml_add@e-park.ne.jp

※携帯電話専用ＱＲコード

②送信後、ml.kusatsu@e-park.ne.jpより登録確認

メールが届きます。

※お手持ちの携帯電話の設定により、登録確認メールが

届かない場合がありますので、前もって上記アドレス

より受信できる状態であることをご確認ください。

③登録が完了され、今後役場から送信される情報をご

覧いただけます。

《配信停止方法》

登録後、配信を停止したい場合は、配信停止専用アドレ

スへ空メールを送信する。

kusatsu.ml_del@e-park.ne.jp

※配信されるメール本文にも、停止方法は記載されてい

ます。

※注意：このメールは、防災行政情報の配信のみを目的

としており、登録者から役場へのメール本文送

信は受け付けられません。また、個人情報（メー

ルアドレス）につきましては、厳重な管理のもと、

運用を行います。

※登録は随時受け付けられます。

メール配信のお問い合わせ先

草津町役場　愛町部総務課（防災担当）

TEL0279-88-0001　（内線３１０）

草津町役場からのお知らせ （平成23年３月）
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出
産
育
児
一
時
金
制
度
と
は
、
国

民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
が
出
産
し

た
と
き
、
出
産
に
要
す
る
経
済
的
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
、
条
例
で
定
め

る
一
定
の
金
額
が
支
給
さ
れ
る
制
度

で
す
。
平
成
23
年
４
月
以
降
の
こ
の

制
度
に
つ
い
て
、
以
下
の
見
直
し
を

行
い
ま
し
た
。

①
引
き
続
き
、
支
給
額
は　

万
円
と

し
ま
す
。（
※
１
産
科
医
療
補
償

制
度
加
算
対
象
出
産
で
な
い
場
合

は
39
万
円
と
し
ま
す
。）

②
※
２
「
直
接
支
払
制
度
」
を
改
善

す
る
と
と
も
に
、
小
規
模
産
婦
人

科
な
ど
で
は
※
３
「
受
取
代
理
」

を
制
度
化
し
、
引
き
続
き
窓
口
で

の
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

③
上
記
の
２
つ
の
方
式
に
加
え
、
※

４
償
還
払
い
の
方
法
も
選
択
で
き

ま
す
。

用
語
説
明

※
１
産
科
医
療
補
償
制
度
と
は

お
ら
知

せ

産
科
医
療
補
償
制
度
と
は
、
お
産
を

し
た
と
き
に
な
ん
ら
か
の
理
由
で
重

度
の
障
害
を
お
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
と
そ

の
ご
家
族
の
こ
と
を
考
え
た
仕
組
み

で
す
。
こ
の
制
度
で
は
、
お
産
一
件

ご
と
に
分
娩
機
関
が
３
万
円
の
掛
け

金
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

※
２
直
接
支
払
制
度

　

出
産
育
児
一
時
金
の
請
求
と
受
け

取
り
を
、
妊
婦
な
ど
に
代
わ
っ
て
医

療
機
関
等
が
行
う
制
度
で
す
。
出
産

育
児
一
時
金
が
医
療
機
関
等
へ
直
接

支
給
さ
れ
る
た
め
、
退
院
時
に
窓
口

で
出
産
費
用
を
全
額
支
払
う
必
要
が

な
く
な
り
ま
す
。

※
３
受
取
代
理
制
度

　

妊
婦
な
ど
が
、
加
入
す
る
国
民
健

康
保
険
（
保
険
者
）
な
ど
に
出
産
育

児
一
時
金
の
請
求
を
行
う
際
、
出
産

す
る
医
療
機
関
等
に
そ
の
受
け
取
り

を
委
任
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
民
健

康
保
険
（
保
険
者
）
か
ら
医
療
機
関

等
へ
直
接
出
産
育
児
一
時
金
が
支
給

さ
れ
る
制
度
で
す
。

※
４
償
還
払
い
と
は

　

い
っ
た
ん
出
産
時
に
か
か
っ
た
費

用
を
医
療
機
関
等
で
払
い
、
後
で
国

民
健
康
保
険
（
保
険
者
）
に
申
請
し

支
払
い
を
受
け
る
方
法
で
す
。

（
国
民
健
康
保
険
税
に
滞
納
が
あ
る

場
合
は
、
納
税
を
お
願
い
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。）

◆
補
足

　

直
接
支
払
制
度
（
ま
た
は
受
取
代

理
制
度
）
の
利
用
を
希
望
さ
れ
る
妊

婦
の
方
は
、
出
産
予
定
の
医
療
機
関

等
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

草
津
町
役
場　

住
民
課

　

国
民
健
康
保
険
係

　

℡
８
８
・
７
１
９
２
（
直
通
）

　

特
定
健
診
は
医
療
保
険
者
（
保
険

証
の
発
行
も
と
＝
国
保
・
社
会
保
険

等
）
が
そ
の
加
入
者
を
対
象
に
実
施

す
る
健
診
で
す
（
従
来
の
行
政
に
よ

る
住
民
健
診
は
実
施
さ
れ
ま
せ
ん
）。

ご
自
分
が
お
持
ち
の
保
険
証
を
確
認

し
て
次
の
該
当
箇
所
を
お
読
み
く
だ

さ
い
。

①
社
会
保
険（
協
会
け
ん
ぽ
、各
種
健

康
保
険
組
合
等
）に
加
入
し
て
い
る
方

◆
加
入
者
の
家
族（
扶
養
者
）の
方
…

加
入
す
る
保
険
者
が
指
定
す
る
医
療

機
関
で
受
診
券
を
持
参
の
上
で
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

※
受
診
券
は
各
保
険
者
か
ら
発
行
さ

れ
ま
す
。
保
険
者
ご
と
に
健
診
案
内

の
発
行
時
期
や
配
布
形
態
、
個
人
負

担
金
額
が
相
違
し
ま
す
。
お
早
め
に

ご
自
分
の
加
入
す
る
保
険
者
に
確
認

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
受
診
券
と
保
険
証
の
提
示

に
よ
り
、
②
の
「
は
つ
ら
つ
健
診
」・

「
に
っ
こ
り
健
診
」
の
受
診
が
可
能

で
す
。

◆
加
入
者
本
人
の
方
…
各
事
業
所
主

管
の
事
業
所
健
診
を
優
先
し
て
受

診
し
て
く
だ
さ
い　

②
の
「
に
っ

こ
り
健
診
」
の
受
診
も
可
能
で
す

が
労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ
く
健

康
診
断
の
代
用
と
は
な
り
ま
せ

ん
。

②
草
津
町
国
保
ま
た
は
長
寿
医
療
制

度（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）に
加
入

し
て
い
る
方

◆
40
才
〜
64
才
の
方
…
７
月
６
日

（
水
）
〜
８
日
（
金
）
に
実
施
す
る

「
は
つ
ら
つ
健
診
」
を
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
65
才
以
上
の
方
…
６
月
27
日
（
月
）

〜
７
月
１
日
（
金
）
に
実
施
す
る

「
に
っ
こ
り
健
診
」
を
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。当
日
は
結
核
レ
ン
ト
ゲ
ン
、

生
活
機
能
評
価
も
実
施
し
ま
す
。

◆
40
才
未
満
の
方
…
７
月
６
日
（
水
）

〜
８
日
（
金
）
に
実
施
す
る
「
草
津

町
国
保
若
年
者
健
診
」
が
受
診
で
き

ま
す
（
社
会
保
険
等
（
国
保
以
外
）

の
方
は
ご
自
分
の
事
業
所
健
診
や
福

利
厚
生
事
業
に
つ
い
て
ご
確
認
く
だ

さ
い
）。

※
６
月
上
旬
に
草
津
町
か
ら
受
診
案

内
を
送
付
し
ま
す
。

※
受
診
に
際
し
個
人
負
担
金
は
か
か

り
ま
せ
ん
。

※
受
診
の
際
に
は
保
険
証
と
受
診
券

が
必
要
で
す
。

※
特
定
健
診
等
を
受
診
し
た
場
合
、

各
保
険
者
の
実
施
す
る
他
の
助
成
制

度
（
人
間
ド
ッ
ク
助
成
等
）
を
受
け

ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
不
明
な
点
は
お
早
め
に
ご
自
分
の

加
入
す
る
医
療
保
険
者
へ
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

担
当
：
健
康
推
進
課

　

℡
８
８
・
５
７
９
７

　

毎
年
行
っ
て
お
り
ま
す
固
定
資
産

課
税
台
帳
の
閲
覧
及
び
土
地
・
家
屋

価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
を
行
っ
て

い
ま
す
。
固
定
資
産
を
お
持
ち
の
納

税
者
の
方
は
、
固
定
資
産
課
税
台
帳

閲
覧
の
他
に
、
他
の
土
地
や
家
屋
と

の
価
格
が
比
較
で
き
る
「
縦
覧
帳
簿
」

が
縦
覧
で
き
ま
す
の
で
、
ご
自
分
の

資
産
の
確
認
の
た
め
に
も
、
縦
覧
さ

れ
る
よ
う
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

特
に
、
前
年
中
に
土
地
を
取
得
さ
れ

た
方
や
家
屋
の
新
築
・
増
築
・
取
り

壊
し
を
さ
れ
た
方
は
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

○
縦
覧
期
間

　

平
成
23
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
23

年
５
月
31
日
ま
で
、
午
前
８
時
30
分

か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
の
間

　

土
・
日
曜
日
及
び
祝
日
は
除
く

○
縦
覧
場
所
及
び
問
い
合
わ
せ
先

草
津
町
役
場　

税
務
課

　

℡
８
８
・
７
１
８
６

国
民
健
康
保
険
に
加
入
の

み
な
さ
ま
へ

　

○
平
成
23
年
４
月
以
降
の
出
産

　
　

一
時
金
制
度
に
つ
い
て

平
成
23
年
度
固
定
資
産
課

税
台
帳
等
の
縦
覧
に
つ
い

て

健
診
を
受
け
て
安
心
!!

わ
が
家
の
暮
ら
し
「
特
定
健

診
」
を
受
け
ま
し
ょ
う

42
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　平成23年４月１日をもちまして、次のとおり人事異動を行いましたのでお知らせいたします。この人事異動をもち

まして、より一層の町の発展を目指し、職員一同頑張ります。従前にまして皆様のご指導、ご鞭撻をお願いいたします。

氏　　名 異動後職種名 異動前職種名 備　考

課 長

中 澤 篤 夫 愛町部土木課長 愛町部生活環境課長 異 動
沖 津 則 夫 愛町部生活環境課長 愛町部生活環境課課長補佐 昇 格

高 原　 武
会計管理者・会計課長
兼務・湯畑整備建設事務担当

会計管理者・会計課長 兼 務

課長補佐
重 田 一 郎 愛町部税務課課長補佐 愛町部税務課係長 昇 格

綿貫あさ子 愛町部住民課課長補佐
愛町部付き係長・社会福祉法人草津
町社会福祉協議会派遣

派遣解除
昇 格

係 長

市 川 勝 一 愛町部観光創造課係長 愛町部観光創造課主査 昇 格
山 口　 誠 愛町部住民課係長 愛町部住民課主査 昇 格
山 崎 徹 也 愛町部住民課係長 愛町部住民課主査 昇 格
堀 田 高 史 愛町部住民課係長 愛町部住民課主査 昇 格

山 本 洋 子 愛町部住民課係長
愛町部付き係長・社会福祉法人草津
町社会福祉協議会派遣

派遣解除

市 川 展 子 愛町部住民課係長
愛町部付き係長・社会福祉法人草津
町社会福祉協議会派遣

派遣解除

宮 﨑 美 和 愛町部住民課係長
愛町部付き係長・社会福祉法人草津
町社会福祉協議会派遣

派遣解除

濱口奈緒美 愛町部健康推進課係長 愛町部健康推進課主査 昇 格
小 林 幸 夫 愛町部上下水道課係長 愛町部上下水道課主査 昇 格
高 橋 修 一 議会事務局係長 議会事務局主査 昇 格

富 澤 勝 一
ツール.ド.草津実行委員会及び草津温泉
熱湯マラソン実行委員会事務局勤務

愛町部総務課係長 出 向

高 井 洋 一
ツール.ド.草津実行委員会及び草津温泉
熱湯マラソン実行委員会事務局勤務

愛町部観光創造課係長 出 向

主 査

萬 代 洋 信 愛町部総務課主査 愛町部総務課主任 昇 格
佐 藤 卓 哉 愛町部総務課主査 愛町部総務課主任 昇 格
小野真由美 愛町部住民課主査 愛町部住民課主任 昇 格

篠 原 美 奈 愛町部住民課主査
愛町部付き主査・社会福祉法人草津
町社会福祉協議会派遣

派遣解除

山口真理子 千客万来事業部公営施設課主査 千客万来事業部公営施設課主任 昇 格
小板橋裕美 教育委員会事務局主査 教育委員会事務局主任 昇 格
小 野 克 彦 教育委員会事務局主査 教育委員会事務局主任 昇 格

主 任

田 村 友 彦 愛町部総務課主任 愛町部総務課主事 昇 格

佐 野 咲 子 愛町部住民課主任
愛町部付き主任・社会福祉法人草津
町社会福祉協議会派遣

派遣解除

宮 崎 貴 幸 愛町部土木課主任
愛町部付き主任・群馬県派遣（総務
部市町村課）

派遣解除

主 事 浅 井 敬 子 愛町部住民課主事
愛町部付き主事・社会福祉法人草津
町社会福祉協議会派遣

派遣解除

派 遣 稲 垣 雄 樹 愛町部観光創造課・群馬県から派遣 派遣解除

退 職

時 久　 進 愛町部土木課長 依願退職
土 屋 重 夫 愛町部住民課課長補佐 定年退職
小 野 正 美 愛町部生活環境課課長補佐 定年退職

小 林 久 枝
愛町部付き課長補佐・社会福祉法人
草津町社会福祉協議会派遣

派遣解除
定年退職

本 多 秀 一 教育委員会事務局係長 定年退職
黒 岩 俊 幸 教育委員会事務局係長 定年退職

人事異動のお知らせ

○ いでゆ　第556号11



草津町消防団主催
中学校防火防災標語コンクール入選者発表

◆
団
長
賞

・
３
年
Ｂ
組　

矢
島　

千
里

火
災
予
防　

確
認
一
番　

何
度
で
も

◆
副
団
長
賞

・
３
年
Ｂ
組　

飯
島　

竜
平

消
し
忘
れ　

あ
な
た
の
心
の

　

す
き
ま
か
ら

・
２
年
Ｂ
組　

安
齋　

く
る
み

聞
い
て
み
て　

自
分
の
心
に

　
「
火
は
消
し
た
？
」

◆
最
優
秀
賞

・
１
年
Ｂ
組　

宮
島　

真
子

消
し
た
よ
ね
？　

心
配
だ
っ
た
ら

　

も
う
一
度

・
２
年
Ｂ
組　

君
嶋　

桃
奈

火
の
周
り　

指
差
し
確
認　

最
後
ま
で

・
３
年
Ｂ
組　

秋
本　

結
女

注
意
し
て
っ
!!　

あ
な
た
の
不
注
意　

火
事
の
元

◆
優
秀
賞

・
１
年
Ａ
組　

吉
田　

圭
佑

は
な
れ
る
な　

火
を
使
っ
て
い
る　

そ
の
場
か
ら

・
１
年
Ａ
組　

水
出　

栞
奈

消
し
た
よ
ね
。　

そ
の
思
い
込
み
が　

落
と
し
穴

・
１
年
Ｂ
組　

田
原　

蓮
幸

気
を
つ
け
て　

火
の
消
し
忘
れ　

再
確
認

・
２
年
Ａ
組　

羽
田　

瑛
莉
奈

お
出
か
け
前　

ス
ト
ー
ブ
、
キ
ッ
チ
ン

　

再
確
認

・
２
年
Ａ
組　

山
本　

佳
奈

火
の
元
を　

あ
な
た
の
そ
の
目
で

　

確
か
め
て

・
２
年
Ｂ
組　

黒
岩　

千
智

便
利
な
火　

使
い
方
に
は

　

気
を
つ
け
よ
う

・
３
年
Ａ
組　

楜
澤　

泰
史

つ
け
た
火
と　

始
末
す
る
ま
で　にら

め
っ
こ

・
３
年
Ａ
組　

川
島　

奈
々

消
し
た
は
ず　

そ
の
思
い
込
み
が

　

命
取
り

・
３
年
Ａ
組　

澁
澤　

佑
実
子

消
し
忘
れ　

心
配
だ
っ
た
ら　
「
再
確
認
」

◆
佳
作

・
１
年
Ａ
組　

小
林　

大
悟

火
の
手
か
ら　

あ
な
た
を
救
う

　

最
終
チ
ェ
ッ
ク

・
１
年
Ａ
組　

三
田　

愛
莉

「
大
丈
夫
」　

そ
の
油
断
が　

命
と
り

・
１
年
Ａ
組　

目
澤　

鳳
茄

確
か
め
て　
「
も
し
も
」
の
た
め
に

　

自
分
の
た
め
に

・
１
年
Ｂ
組　

松
田　

龍
雅

火
の
元
と　

一
対
一
の　

に
ら
め
っ
こ

・
１
年
Ｂ
組　

篠
原　

寧
乃

い
つ
も
火
は　
「
心
の
す
き
」
を

　

ね
ら
っ
て
る

・
１
年
Ｂ
組　

田
嶋　

春
那

ス
ト
ー
ブ
Ｏ
Ｋ　

コ
ン
ロ
も
Ｏ
Ｋ　

火
の
元
チ
ェ
ッ
ク
は　

し
っ
か
り
と
！

・
２
年
Ａ
組　

霜
田　

晋

す
ぐ
確
認　

火
事
の
不
安
を　

す
ぐ
消
火

・
２
年
Ａ
組　

宮
崎　

世
界

「
た
か
が
火
だ
。」　

そ
ん
な
油
断
が

　

火
事
を
う
む

・
２
年
Ａ
組　

蓮
見　

千
明

「
消
し
た
っ
け
」
あ
い
ま
い
な
ら
ば

　

見
過
ご
す
な

・
２
年
Ｂ
組　

大
久
保　

功
太

油
も
と　

離
れ
ち
ゃ
キ
ケ
ン

　

気
を
抜
く
な

・
２
年
Ｂ
組　

岡
部　

千
尋

気
を
つ
け
て　

火
は
い
つ
も
す
き
を　

ね
ら
っ
て
る

・
３
年
Ａ
組　

前
田　

優
也

使
用
後
が　

君
の
人
生
の　

分
岐
点

・
３
年
Ａ
組　

高
橋　

愛
理
紗

小
さ
な
火　

あ
な
た
の
す
き
を

　

必
ず
見
て
る

・
３
年
Ｂ
組　

加
藤　

拓
朗

火
遊
び
は　

あ
な
た
の
心
の

　

ゆ
が
み
か
ら

・
３
年
Ｂ
組　

本
多　

洋
之

安
全
第
一　

ガ
ス
の
火
加
減　

要
注
意
!!

た
く
さ
ん
の
応
募

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ペ
ッ
ト
な
ど
の
火
葬
を
す
る
特
別

炉
の
料
金
と
重
量
区
分
が
４
月
１
日

か
ら
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
の

で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

特
別
炉
の
予
約
申
し
込
み
は
、
聖

苑
に
直
接
電
話
で
申
し
込
ん
で
下
さ

い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

な
か
の
じ
ょ
う
聖
苑

　

℡
０
２
７
９
・
７
５
・
７
６
３
２

重量区分
金額

吾妻郡内の方 吾妻郡外の方

10キロ未満 3,000円 9,000円

10キロ以上
20キロ未満 5,000円 15,000円

20キロ以上
30キロ未満 7,000円 21,000円

な
か
の
じ
ょ
う
聖
苑

特
別
炉
の
料
金
が
変

わ
り
ま
し
た
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草
津
町
の
名
誉
町
民
で

あ
る
安
部
精
二
氏
（
故
人
）

が
建
立
さ
れ
た
西
の
河
原

子
育
延
命
地
蔵
尊
の
世
話

人
会
よ
り
、
同
会
建
立
45

周
年
記
念
事
業
と
し
て
、

西
の
河
原
公
園
整
備
の
た

め
に
と
２
０
０
万
円
の
ご

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

寄
付
の
使
途
に
つ
き
ま
し

て
は
、
二
十
二
年
度
に
新

築
し
た
西
の
河
原
公
園
駐

車
場
ト
イ
レ
建
設
費
に
充

て
て
下
さ
い
と
の
こ
と
で

し
た
。
寄
付
し
て
下
さ
っ

た
の
は
、
西
の
河
原
延
命

子
育
地
蔵
尊
世
話
人
会
の
、

代
表
宮
崎
次
雄
様
、
薄
井

和
男
様
、
山
口
雄
治
様
、

市
川
明
様
の
４
名
の
方
で
、

３
月
７
日
に
来
庁
さ
れ
町

長
へ
お
渡
し
さ
れ
ま
し
た
。

貴
重
な
浄
財
を
ご
寄
付
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　平成23年２月13日（日）、草津町野球クラブ主催の『安全・必勝祈願祭』が白根神社で開かれ、町内の

少年野球から熟年チームまでの野球の関係者約80名が参加しました。この日、少年野球チーム（オール草

津ジュニア）と草津中学校野球部の選手及び指導者とその保護者たちが、奉仕活動として町内のゴミ拾いと

白根神社の雪かきもあわせて行いました。

　毎年行っているこの活動は、折に触れ少年野球や中学野球への支援をいただいている町の方々への恩返し

としておこなっているということですが、行き交うお客様にも大きな声であいさつをする野球少年たちを見

て町民の方たちも感激したそうです。シーズン中の活躍をお祈りいたします。

あたたかいお心
ありがとう
ございました

草津町野球クラブ主催
「安全・必勝祈願祭」が開催されました

トト
ピピ
ッッ
クク
スス

○ いでゆ　第556号13



　

こ
の
た
び
、
草
津
小
学
校
で
は
Ｊ
ワ
ー
ド
株
式

会
社
が
行
っ
て
い
る
社
会
貢
献
活
動
・『
子
ど
も
た

ち
に
素
敵
な
本
と
の
出
会
い
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
よ

う
！
』（
略
し
て
本
プ
レ
）の
寄
贈
先
と
し
て
選
ば
れ
、

１
６
６
冊
の
本
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。
３

月
18
日
に
は
、
書
籍
の
寄
贈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
本
プ
レ
」
は
平
成
19
年
２
月
に
ス
タ
ー
ト
し
、

今
回
で
４
回
目
と
な
り
ま
す
。
全
国
を
５
地
域
に
分

け
、
各
地
域
１
校
ず
つ
、
計
５
小
学
校
へ
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
と
な
り
ま
す
。全
国
に
は
８
万
３
千
校
も
あ
り
、

そ
の
中
か
ら
見
事
、
関
東
甲
信
越
地
区
の
中
で
唯
一

草
津
小
学
校
が
選
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

全
校
児
童
３
７
１
名
を
代
表
し
て
、
図
書
委
員

の
６
年
生
３
人
に
表
彰
状
と
目
録
、
そ
し
て
書
籍

が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
児
童
を
代
表
し
て
６
年
生
の

干
川
大
和
君
が
「
た
く
さ
ん
の
本
を
い
た
だ
い
て

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ぼ
く
た
ち
は
も
う
卒

業
し
て
し
ま
う
の
で
、
こ
の
新
し
い
本
が
あ
ま
り

読
め
な
く
て
ち
ょ
っ
と
残
念
で
す
が
、
４
月
か
ら

み
な
さ
ん
に
は
た
く
さ
ん
こ
の
本
を
読
ん
で
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。
草
津
小
学
校
を
選
ん
で
く
れ
て

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」
と
お
礼
の

言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

寄
贈
式
後
、
頂

い
た
本
は
図
書
室
に

並
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

図
書
室
に
来
室

す
る
子
ど
も
た
ち

は
、
口
々
に
「
早

く
借
り
た
い
」
と

目
を
輝
か
せ
な
が

ら
本
を
の
ぞ
い
て

い
ま
し
た
。

小
学
校
に
て
書
籍
の

寄
贈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

元気アップ★スクール参加者　募集
　町は平成21年度から国のモデル事業として、東京都健康長寿医療センター（都老健）と共同で介護予防を目的とし
た「元気アップ・スクール」を実施しております。
　温泉と運動・栄養・口腔指導を合わせた新しい健康増進プログラムです。平成21年度は51名、平成22年度は39名
の皆様にご参加頂き大変好評でした。　今年度はモデル事業として最終年度にあたるため、５月から参加する前半グ
ループと、９月から参加する後半グループに分かれ、３ケ月間（週２回：月曜日と水曜日の午前中）指導を受けて頂
きます。教室終了者は自主グループ活動で“筋力向上トレーニング”を継続して実施することが可能です。
　多数の皆様にご参加頂きたくお知らせ致します。

① 膝痛のため階段昇降が出来なかったが、体操を続けた結果、脚に筋肉
が付き手すりを使わなくても階段の昇り降りができるようになった。

② ペットボトルのフタが開けられるようになった。
③ 歩いても疲れなくなった。
④ 歩く事が楽になった。
⑤ 知り合いが増えて良かった。
⑥ 体重が減った。
⑦ 体調が良くなった

募集対象： 65歳以上の方　（介護保険のサービスを受けていない方）　約60人
実施場所： 草津町総合保健福祉センター
期　　間： 前半グループ：５月～８月（週２回、３ケ月間）
 後半グループ：９月～11月（週２回、３ケ月間）
内　　容： 運動・口腔・栄養指導を行うとともに、教室効果を検証するため、
 健康診査（動脈硬化度測定・体組織測定・体力測定・栄養調査・口腔能検査・診察等）を

５月13日、８月24日／25日、12月１日の３回、全員を対象に実施します。
参加費用： 無料　○参加を希望される方は、健康推進課（担当：地域包括　電話８８－０２９４）に

４月25日迄にご連絡をお願い致します。

参加者の声

教
室
の
概
要

効果に
実感あり！

　２月27日（日）、草津町総合体育館において標記大会が行われ、

小学生から大人まで18名が参加し、楽しく、また白熱した試合が

行われました。参加選手の健闘を称え、以下のとおりお知らせい

たします。

小学生の部 優　勝 𣘺爪　洋人

 準優勝 島田　瑠奈

 第３位 井出　尚宏

中学生の部 優　勝 前田　優也

 準優勝 𣘺爪　克弥

 第３位 武者　尚弥

一般男子の部 優　勝 井出　光治

 準優勝 佐藤　俊之

 第３位 中山　慎介

一般女子の部 優　勝 山口　佳子

 準優勝 宮崎　妙子

 第３位 五十嵐つや子

町民卓球大会が開催されました
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お悔やみ申し上げます　※敬称略

地　区 氏　　名 享年

文　京 坂
さか

田
た

　　公
いさお

87

文　京 岩
いわ

佐
さ

　貞
さだ

男
お

76

立　町 綾
あや

部
べ

　一
かず

義
よし

80

泉　水 黒
くろ

岩
いわ

　泰
ひろ

代
よ

90

滝　下 重
しげ

原
はら

　伸
のぶ

康
やす

40

東殿塚 小
こ

菅
すげ

　元
もと

男
お

71

南本町 宮
みや

下
した

　はま 77

科
日 内　　　　科 外　　　　科 休日夜間当番病院

４月３日（日）
東吾妻町

（68）5211
吾妻脳外循環科

嬬恋村
（97）3020
嬬恋村診療所

東吾妻町
（68）2711
原町赤十字病院

東吾妻町
（68）2711
原町赤十字病院

４月10日（日）
中之条町

（76）3435
しまだ医院

草津町
（88）4321
草津こまくさ病院

中之条町
（75）3055
吾妻さくら病院

中之条町
（75）3055
吾妻さくら病院

４月17日（日）
中之条町

（75）3350
田島病院

長野原町
（85）2259
長野原診療所

東吾妻町
（68）2711
原町赤十字病院

東吾妻町
（68）2711
原町赤十字病院

４月24日（日）
中之条町

（64）2136
四万診療所

嬬恋村
（97）3800
桜井クリニック

中之条町
（75）3055
吾妻さくら病院

中之条町
（75）3055
吾妻さくら病院

４月29日（金）
昭和の日

東吾妻町
（68）2103
加地医院

草津町
（88）9660

草津外科内科クリニック

中之条町
（75）3055
吾妻さくら病院

中之条町
（75）3055
吾妻さくら病院

※専門外の疾患の場合は対応しかねることもあります。

✚４月当番医予定表

お誕生おめでとう　※敬称略

地　区 氏　名 保護者

文　京 佐
さ

藤
とう

和
のの

香
か 和　弘

真奈美

掲載を希望されない方は届け出の際お申し出ください。

軽
自
動
車
税

全
期

納
期
限

平
成
23
年
５
月
２
日（
月
）

今
月
の
納
税

24時間健康テレホンサービス
群馬県保険医協会では、

「24時間健康テレホンサービス」を

実施しています。

電話027-234-4970（ヨクナレ）に

かけると約３分の健康講話が聞けます。

プ
ロ
グ
ラ
ム

４
月
（
１
日
か
ら
30
日
）

月
曜
／
そ
け
い
ヘ
ル
ニ
ア

火
曜
／
胆
の
う
結
石

水
曜
／
女
性
の
基
礎
体
温
に
つ
い
て

木
曜
／
排
卵
と
月
経
の
し
く
み

金
曜
／
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
・
乳
が
ん
検
診
の
勧
め

土
・
日
曜
／
外
反
母
趾

☆
直
接
相
談
タ
イ
ム
（
医
師
対
応
）

６
日
（
小
児
科
・
内
科
）
と

14
日
（
歯
科
）
で
す
。

※
午
後
７
時
30
分
〜
午
後
９
時
ま
で
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８（金） 23（土）

９（土） 24（日）

10（日） 25（月）
人権相談・行政相談
（役場４階第一委員会室10：30～14：30）

11（月） 26（火）乳児相談（保健センター10:00～）

12（火） 27（水）乳児健診（保健センター13：30～）

13（水）道路愛護デー 28（木）小学校授業参観

14（木） 29（金）昭和の日

15（金） 30（土）

16（土）おはなし会（図書館11：00～）

17（日）第16回ツール・ド・草津

18（月）

19（火）
幼児個別相談
（保健センター）

20（水）志賀草津高原ルート　再開通

21（木）中学校授業参観・ＰＴＡ総会

22（金）

平成23年４月８日 発行
編集発行:草津町役場総務課 〒377-1792　群馬県吾妻郡草津町草津28番地
 Tel.0279－88－0001　Fax.0279－88－0002
URL http://www.town.kusatsu.gunma.jp

題字は草津町書道会会長　本多銀造氏書

（　）前年対比

カレンダー内のお問合せ先
保健センター 88-5797 草津中学校 88-2227
教育委員会 88-0005 草津小学校 88-2156

総務課 88-0001 住民課 88-7192
土木課 88-7184 福祉課 88-7189 観光創造課 88-7188
税務課 88-7186 会計課 88-7185
温泉課 88-7182 上下水道課 88-7183
図書館　88-7190 草津公民館　88-3619
社会福祉協議会 88-1050
公営施設課 88-9000　生活環境課 88-2407

「広報いでゆ」では、皆さんの身近な話題や、登場してくれ
る我家のアイドル（４歳未満）、こんにちは赤ちゃん（１歳
未満）等を募集しています。また、よりよい広報誌とする
ためのご意見、ご希望などありましたらご連絡ください。
役場総務課広報係 Tel.88-0001

（内線312）

４月の行事予定表

草津を知る1冊
タウンデータ

人口・世帯数
（23年４月１日現在）

男
合計

転入
転出

3,531人
7,197人

44人
88人

女
世帯

3,666人
3,494世帯

入り込み客数
（３月分）

合計

日帰り

宿泊

172,110人（74.59％）

67,359人（73.73％）

104,751人（75.15％）

　草津から軽井沢までの55.5㎞を
およそ3時間30分で結んでいた草軽
電鉄。
　高原列車として今なお、鉄道マニ
アの熱い心をとらえて離しません。
　この草軽電鉄の魅力を豊富な写真
と資料で凝縮したのが本書です。

『草軽電鉄の詩』（郷土出版社）
図書館にあります


